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第１章 基本構想 

本章では、基本計画を策定するに当たる素案として令和4年度に作成された「南部病院

跡地周辺土地利用可能性調査業務」を引用し、時点修正を行うことで基本構想として取り

まとめます。 

（１）調査地区の位置及び面積 

１）位置 

調査地区とした旧南部病院跡地周辺地区は、糸満市役所から南に約 800m に位置し、北

東部は市街化区域編入による土地区画整理事業が予定されている真栄里地区、西側は国道

331号に囲まれた地区となります。 

２）面積 

調査地区「旧南部病院跡地周辺地区」の面積は、下記のとおりです。 

○面積は11.09ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1.1 調査地区の位置 
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３）権利関係 

調査地区は、地区の南北を分断する形で市道が通っており、市道以南は沖縄県・糸満市

が所有するまとまった土地となっています。一方で、市道以北の土地権利は細分化され、

地権者も複数人存在している状況にあります。 

 

 

図1.2 公図 
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（２）糸満市の上位関連計画 

上位関連計画を下記に整理します。 

 

計画名称 計画の内容 

新・沖縄21世紀ビジョン

基本計画 

（R4.4） 

計画期間（R4～13年度） 

第４章 基本施策 
３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して 
（２）世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖縄観光の変革 

 ウ．多彩かつ質の高い観光の推進 
  ①沖縄のソフトパワーを生かしたツーリズムの推進 
   本県のソフトパワーを生かした多彩で付加価値の高い沖縄観

光の実現を支える多様なツーリズムの推進に取り組みます。 
エ．DXによる沖縄観光の変革 

  ①ICT による新たな観光体験の創出促進及び観光施設等におけ

る利便性向上 
   リアルタイムな観光地及び移動経路等における混雑回避に必

要な情報の提供や、観光施設等におけるコンタクトレス決済の

普及・促進、無料公衆無線LAN、施設情報のオープンデータ化等
の環境整備に取り組みます。 

  ④観光二次交通の利便性向上及び利用促進 

   公共交通情報等のオープンデータを継続的に利用できる環境
の構築・維持や、公共交通におけるコンタクトレス決済の普及に
取り組み、ICTを活用した新たなサービスの創出を促進します。 

（３）デジタル社会を支える情報通信関連産業の高度化 
イ．国際的な情報通信拠点の形成 

  ①先端 ICT を活用し新ビジネス・サービスを展開する企業の誘

致・集積 
   先端的なデジタル技術やビックデータを活用した新ビジネ

ス・新サービスを展開する企業や県内企業のDX推進に寄与する

ビジネスを展開する企業の誘致に取り組みます。 
  ②情報通信産業集積拠点の機能強化と情報通信基盤の利用促進 
   国内外双方向ビジネスの交流、スタートアップ等が集積する

拠点施設の整備及び国内・アジア企業と県内企業との連携・協業
による新たなビジネス開発を促進します。 

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して 

（５）新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと人材の確保 
 ア．産業のイノベーション創出を担う高度人材の育成と活用 
  ①即戦力となる情報系人材の育成・確保 

   幅広い人材を対象とした育成プログラムを構築し、DX を推進
する人材として育成を図ります。 

 イ．産業を担う人づくり 

  ①多彩で質の高いサービスを提供できる観光産業人材の育成 
国際化の進展や社会情勢の変化に柔軟に対応できるよう、業

種や各階層に応じて必要なスキルや知識を習得し、中長期にお

いて活躍できる観光産業人材の育成に取り組みます。 

沖縄県アジア経済戦略構

想推進計画 

（R2.3改訂） 

第５章 重点戦略等に係る取組 

２ 重点戦略に係る取組 

【重点戦略Ⅱ：世界水準の観光リゾート地の実現】 

（10）観光や医療等関連分野プレーヤーによる連携体制の整備 

①観光と医療等関連プレーヤーの連携に関する先進事業者の取組

表 上位関連計画 
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計画名称 計画の内容 

計画期間（～R3年度） 支援及び周知 

・ウェルネスリゾート構築推進事業 

【重点戦略Ⅳ：アジア有数の国際情報通信拠点”スマートハブ”の形

成】 

（2）情報通信関連産業と他産業連携の促進 

 ①観光、医療、農業等他産業と連携した、各産業の高度化、競争力

強化につながるビジネスの創出の促進 

（3）アジアと日本のITビジネスを結びつけるブリッジ人材の育成 

 ①協業の基盤となるブリッジ人材の育成を通じた付加価値の高い

ITビジネスの展開支援 

  ・アジアIT人材育成支援事業（ブリッジ人材の育成） 

第 5 次糸満市総合計画

（R3.3） 

計画期間 

（R3～12年度） 

第１章 第５次糸満市総合計画について 

【これからの糸満市の10年における主な課題認識】 

・生産年齢人口を増やす取り組み 

・技術革新 

・持続的な社会への変革 

・多様性を強みに 

・災害に強いまちづくり・ひとづくり 

・自立と協働のさらなる推進 

目指すまちの姿２ 市民みんなが心身ともにすこやかに暮らす糸満市 

【政策１ 健康で健全に暮らす環境をつくる】 

施策の展開（３）生き生きと暮らせる地域づくり 

・地域の拠点づくりとネットワーク（公民館や集会所の多目的利用

の促進、公共交通網の整備、いとちゃんminiの本格運行・ルー

トの拡充、集団検診の周知協力依頼など） 

【政策２ 支え合い、後押しする福祉環境をつくる】 

現状・課題 

・福祉政策の拠点である社会福祉センターは建築から38年経過し

老朽化が進んでいることから施設整備に向けた検討が必要 

施策の展開（１）社会福祉基盤の充実 

・福祉拠点施設の充実（施設の修繕・改築、複合化や移転等の検討、

関係機関との協議など） 

目指すまちの姿４ きれい！暮らしやすい！住みたいまち・糸満市 

【政策３ 地域のインフラを整える】 

施策の展開（１）交通・通信ネットワークの整備 

 ・情報通信ネットワークの充実・拡充（新たな情報通信規格への対

応促進、学校や公共的空間における情報通信基盤拡充など） 

【政策５ まちの賑わいや調和をつくる】 

施策の展開（３）土地の有効活用の促進 

・南部病院跡地の有効利用促進（市街化調整区域の地区計画または

土地区画整理事業など） 

 

目指すまちの姿５ 豊かな資源をいかし、活気にあふれた糸満市 

【政策１ 産業人材を育成する】 

施策の展開（３）商工業の人材育成 

・新物流団地等での新たな雇用の創出（IT を活用する人材育成、
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計画名称 計画の内容 

若者からシルバー世代の雇用、障がい者および外国人の雇用推

進など） 

施策の展開（４）観光業の人材育成 

・観光関連事業で活躍する人材の確保・育成の支援 

糸満市都市マスタープラ

ン（H30.9） 

目標年時（H47年） 

Ⅳ．全体構想 １．土地利用 

（２）整備の方針 ２）市街化調整区域 

・市街化区域に隣接する国道331号沿道の真栄里地域においては、

交通アクセス性を活用した土地利用の検討を行います。 

Ⅳ．全体構想 ３．道路・交通 

（２）整備の方針 ①主要幹線道路 

・沖縄県の中南部西海岸地域を結ぶ地域高規格道路“沖縄西海岸道

路”の一環として国道331号を位置づけます。 

Ⅳ．全体構想 ８．福祉 

（２）整備の方針 ４）地域コミュニティの形成・強化 

・互いに顔の見える関係を築き、大規模自然災害等の発生時におい

ても安心して助け合える地域福祉を支える基盤となる地域コミ

ュニティの形成・強化に努めます。 

Ⅴ．地域別構想 （５）高嶺地区 

 ３）整備の方針 

<国道331号と隣接する真栄里の集落環境の整備、保持> 

・医療・福祉施設周辺環境を保全します。 

糸満市地域公共交通網形

成計画（R2.2） 

５．目標達成のための事業と実施主体 

(8)新交通ターミナルへのレンタカーステーション導入に向けた検討 

・真栄里地区に整備するターミナルへのレンタカーステーション

導入可能性について検討します。 

(9)市民や観光客が集まる機能を備えた新交通ターミナルを整備 

・人とまちの情報が集まり、暮らしの拠点となる多機能複合施設を

整備します。 

(10)新交通ターミナルをすべての支線と幹線の起終点とし、あらゆる

移動手段を結節 

・すべての交通との乗継利便性を考慮した公共交通結節点を創出

します。 

(15)空港に直接アクセスできる公共交通の導入検討 

・国道331号の地域高規格道路の役割（定時定速）を活かし、那覇

空港へ直接結節する公共交通を検討します。 

(19)市内主要拠点を繋ぐコミュニティバスの導入検討 

・市内の一部路線バスの需要もカバーしたうえで、公共施設・生活

拠点等を結ぶコミュニティバスの導入を検討します。 

糸満市観光振興基本計画

（H28.3） 

第３章 施策と具体的な取り組み 

【施策④ 宿泊滞在型観光の展開】 

・宿泊施設の魅力向上と新たな施設の誘致 

【施策⑨ 交通・情報インフラの充実と安全安心の提供】 

・那覇市・那覇空港および周辺市町の観光拠点からの公共交通アク

セスの向上 

・市内回遊性を高めるための公共交通（路線バスやデマンドバス

等）の観光利用推進 
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計画名称 計画の内容 

【施策⑩ スポーツツーリズム・MICE観光等の推進】 

・ヘルスツーリズムや医療ツーリズム、産業観光、エンターテイメ

ント観光、リゾートウェディングなど新たな展開の模索と推進 

糸満市公共施設等総合管

理計画（H29.3） 

 

第３章 公共施設等の管理に関する基本方針 

Ⅰ.公共施設等の管理に関する基本方針 

【基本方針１ 施設保有量の適正化】 

・新規事業については、民間の資金、経営能力及び技術能力を活用

して行うPFI方式の検討を行い、その抑制に取り組みます。 

【基本方針３ 施設管理の効率化】 

・包括的な民間委託の推進や指定管理制度の導入等、民間ノウハウ

を活用する取り組みを積極的に取り入れ、市民ニーズに即した

体制を構築します。 

第４章 施設類型毎の管理に関する基本方針 

Ⅰ.施設類型毎の管理に関する基本方針 

３．健康・福祉系施設 

・健康・福祉施設については利用状況を調査したうえで、老朽化の

進む施設の改修のほか、統合や多機能化の検討を行います。 

４．都市基盤施設 

・公園施設については、安全性・機能性を確保するため、計画的な

点検や修繕を行い、利用状況等によっては隣接する公園との統

合を検討するなど、安定して効率的な運営を推進します。 

６．コミュニティー系施設 

・自治会による地域の実績に応じた管理運営を維持し、日常的な点

検・保守の情報を把握することで、将来的な大規模な改修や更新

を計画的に行い、更新費用の平準化を図ります。 

沖縄県公共施設等総合管

理計画（H28.12） 

第３章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針 

１.現状や課題に関する基本認識 

（１）公共施設等の老朽化への対応 

・今後はすべての公共施設等の状況を把握しながら、全庁的・長期

的な視点により戦略的な維持管理・更新等を推進する必要がある。 

基本的な方針２ 施設規模・配置・機能等の適正化 

（４）統合や廃止の推進方針 

①施設アセスメントの実施（ハコモノ） 

・各施設の今後のあり方（維持、転用、更新、売却等）の検討に当

たっては、施設のもつ性能や利用度等を定量的に評価する施設

アセスメント等を実施する。 

②施設総量の適正化 

・中長期的な視点から人口動態や社会情勢・ニーズの変化、各施設

の利用・需要の実態見通し等を踏まえて、各施設の適切な規模、

施設総量の適正化を図る。 

糸満市立学校給食センタ

ー建設候補地策定業務報

告書（R5.3） 

７.建設候補地の選定について 

・最も評価の高かった候補地②「真栄里屋外運動場等」を優先候補

地として選定する。 
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（３）糸満市の土地利用等 

１）都市マスタープラン 

県道豊見城糸満線や糸満与那原線の沿線と西崎町、潮崎町において住環境整備地区とし

て積極的な整備を進める方針としています。工業地区については、糸満漁港北地区を中心

に背後に水産関連の工業地区・商業機能の整備をさらに促進するものとしています。 

また、潮崎町埋立地区に接する名城・喜屋武地区の沿岸地域で民間による開発が予定さ

れています。 

 

 

図 1.3 土地利用図 

調査地区 

出典：糸満市都市マスタープラン 
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２）公共公益施設 

① 行政・交通施設 

市内の行政・交通施設を以下に示します。調査地区の１km圏内に中央図書館が位置して

います。 

また、調査地区北側には糸満市役所や糸満バスターミナルが位置しています。 

なお、老朽化に伴い建替えを予定している糸満市立学校給食センター（以下「給食セン

ター」という。）については、調査地区内の屋外運動場等が、建設優先候補地として選定さ

れています。 

 

  

糸満市役所 

中央図書館 

糸満市消防本部 

図1.4 行政・交通施設 

糸満バスターミナル 

糸満警察署 

糸満市立 
学校給食センター 

調査地区 
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② 福祉施設 

市内の福祉施設を以下に示します。福祉施設の多くは調査地区から北側の西崎地区、糸満

地区に集中しています。また、調査地区内には社会福祉センターが立地しています。 

 

 

 分類 施設名 

社会福祉施設 

生涯学習支援センター 

市民活動支援センターまちテラス 

社会福祉センター 

児童福祉施設 

子育て支援センターぬくぬく 

子育て広場ぽかぽか 

西崎太陽児童センター 

がじゅまる児童センター 

高齢者保健福祉施設 健康づくりセンター願寿館 

図1.5 福祉施設 

表 福祉施設の分類 

社会福祉センター 

市民活動支援センター 
まちテラス 

生涯学習支援センター 

がじゅまる児童センター 

西崎太陽児童センター 

子育て広場ぽかぽか 

子育て支援センター 
ぬくぬく 健康づくりセンター 

願寿館 

調査地区 
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３）観光資源等 

① 観光資源 

観光振興基本計画に示された観光資源及び基本計画策定後に追加された観光資源を以

下に示します。糸満市内には78の観光資源が存しており、調査地区から北側の西崎地区、

糸満地区に集中しています。また、調査地区の西側を通る国道331号沿いには、ひめゆり

の塔・ひめゆり平和祈念資料館や琉球ガラス村等の観光施設が立地しています。 

計画地周辺の観光資源を以下に示します。 

 

  

図1.6 観光資源 

122 

123 

調査地区 

出典：観光振興基本計画 
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変更 ２８糸満市中央市場→糸満市場いとま～る 94 なんぶトリムマラソン→いとまん平和トリムマラソン  

追加 
122 くくる糸満【観光スポット】 123 琉球ホテル＆リゾート名城ビーチ【観光スポット】 

124 糸満市観光農園イルミネーション【イベント】 125 クラフトビール（ITOMAN/S）【食・食文化】 

 

表 調査地区周辺の観光資源 

出典：観光振興基本計画 
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② 宿泊施設 
糸満市内の主な宿泊施設を以下に示します。 

宿泊施設は調査地区から北側の西崎地区、糸満地区に集中しています。 

また、リゾートホテルとして、西崎にサザンビーチホテル&リゾート沖縄が立地し、名城

に琉球ホテル＆リゾート名城ビーチが令和4年7月にオープンしました。 

  

サザンビーチホテル 
＆リゾート沖縄 

サンセット海人 

琉球ホテル＆ 
リゾート名城ビーチ 

ペンション 
喫茶南の楽園 民宿糸満邸 

ごゆっくり 

ITOMAN 
SEA pension 

みん宿 
ヤポネシア 

民宿よんな～ 

Mr.KINJO 
in Shiozaki 

Seasaide 
Villa Itoman 

シーグラス 

EX Itoman 
Apartment 

T.Trust 

COZY STAY IN
糸満 

ITOMAN IN 

とくマリンハウス 

Mr.KINJO 
in NISHIZAKI 

図1.7 宿泊施設 

調査地区 
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（４）調査地区の個別規制法の適用状況 

１）都市計画法 

調査地区は、那覇広域都市計画区域における市街化調整区域に指定されており、都市計

画法29条や同法34条の開発許可、または特例を受けた場合は、一定の開発行為が可能と

なります。 

 

 

 

 

  

図1.8 都市計画法 

調査地区 
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２）森林法 

調査地区北側の一部が森林法に定める５条森林（地域森林計画対象民有林）として指定

されています。森林を伐採する場合は、糸満市長に「伐採届（伐採及び伐採後の造林の届

出書）」を提出する必要があります。 

 

  

図1.9 森林地域 

調査地区 
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３）農業振興地域の整備に関する法律 

調査地区内は農用地区域の指定はありません。 

農振農用地の指定がある地域では、やむを得ず農地以外の目的に転用する必要がある場

合、農業振興地域整備計画を変更してその土地を農用地区域から除外した上で、農地転用

の許可を受ける必要があります。 

  図1.10 農用地 

調査地区 
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４）自然環境保全法、自然公園法 

調査地区内に自然公園区域の指定はありませんが、南側は、沖縄戦跡国定公園の第3種

特別地域に指定されています。 

 

  図1.11 特別地域(自然公園地域) 

調査地区 
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５）文化財保護法 

調査地区内に埋蔵文化財包蔵地はありませんが、国道331号西側に「真栄里兼久原遺跡」

及び「川田原貝塚」が位置しています。 

 

 

 

  

真栄里兼久原遺跡 

川田原貝塚 

図1.12 埋蔵文化財包蔵地 

調査地区 
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６）環境影響評価法 

隣接する真栄里地区において、令和元年度に環境影響評価を実施しており、調査地区の

北部が緑の回廊（コリドー）として分布するまとまりのある樹林地であり、かつ自然性の

高い森林群落であることから、開発配慮箇所Dに指定されています。 

開発配慮箇所Dは、直接改変に伴い樹林環境に依存する重要な動植物種の生息・生育環

境が変化する可能性が考えられる場所です。また、東西の崖線の帯状に樹林環境がみられ

ることから、直接改変に伴い移動性の小さい爬虫類や昆虫類、陸生貝類等の事業実施想定

区域間の移動が阻害される可能性が考えられる場所です。 

 

 

  図1.13 環境影響評価 

調査地区 
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７）沖縄振興特別措置法に基づく沖縄の特区・地域制度 

沖縄県では、産業集積の進展と企業活動の活性化により日本経済を牽引する役目を担う

ことを期待して、独自の特区・地域制度が整備されています。糸満市は、観光地形成促進

地域、情報通信産業振興地域、産業イノベーション促進地域、国際物流拠点産業集積地域

に指定されています。各地域の概要は以下の通りです。 

 

地域 概要 

観光地形成 

促進地域 

観光産業の一層の振興を図るとともに、高い国際競争力を有する観

光地の形成を図る 

情報通信 

産業振興地域 

沖縄における情報通信関連産業の高付加価値化や生産性の向上を図

る 

産業イノベー 

ション促進地域 

新事業の創出等に特に寄与する事業を行う企業の集積を通じて新た

な価値を生み出し、これを普及することにより、創出される経済社会

の大きな変化を促進する 

国際物流拠点 

産業集積地域 

地理的優位性を活かし、高付加価値型のものづくり企業や高機能型

物流企業等の国際物流拠点産業の集積を図る 

 

 

出典：沖縄振興特別措置法に基づく沖縄の特区・地域制度について（内閣府） 

  

図1.14 沖縄の特区・地域制度 
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（５）調査地区の現況等 

１）地形 

調査地区内は 10～20m の平坦な地形となっています。標高は国土地理院の 5ｍメッシュ標高

データを用いました。 

 

  

調査地区 

標高10m未満 

標高10m以上20m未満 

標高20m以上30m未満 

標高30m以上40m未満 

標高40m以上50m未満 

標高50m以上60m未満 

標高60m以上70m未満 

標高70m以上 

図1.15 地形 

出典：https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php 

https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php
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２）土地利用 

調査地区の北部は山林、原野（墓地）でありますが、地区の大部分は旧南部病院跡地、

社会福祉センターからなる公共厚生用地が大部分を占めています。 

 

  図1.16 土地利用 

調査地区 
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３）建物利用 

調査地区内には社会福祉センター等の文教厚生施設の他、商業、住宅用途の建物が北部

に立地しています。 

 

 

  
図1.17 建物利用 

調査地区 
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４）道路 

調査地区へアクセスする国道331 号は、豊見城道路が平成28年 3月に、同じく糸満道

路が平成29年 3月に開通し、豊見城瀬長と糸満市真栄里を結ぶ全長7.4km が 4車線道路

として全面開通しました。これに伴い、調査地区は那覇空港及び那覇港等へのアクセス性

が格段に向上しました。 

 

 図1.18 道路 

調査地区 
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５）上水道 

調査地区は、上水道の給水区域に含まれます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図1.19 上水道の整備状況図 

調査地区 

出典：平成23年度那覇広域都市計画基礎調査 
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６）下水道 

公共下水道は、整備されていません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.20 下水道の整備状況図 

  

調査地区 

出典：平成23年度那覇広域都市計画基礎調査 
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７）公共交通 

調査地区周辺の公共交通は、民間の路線バスや平日のみ定期運行バス「いとちゃんmini

国吉線」が運行しています。また、路線バス以外に、デマンド交通（予約型）の「いとち

ゃんmini」が運行しています。 

調査地区周辺にはこれらのバス停が4か所設置されています。 

 

 

 

系統 運行区間 
運行頻度（往復/日） 

運行主体 
平日 土曜 日祝 

82 

 

糸満バス 

ターミナル 

→ 

← 
王泉洞前 12本 11本 11本 ㈱琉球バス交通 

107・108 

 

糸満バス 

ターミナル 

→ 

← 

糸満バス 

ターミナル 
10本 8本 8本 ㈱琉球バス交通 

いとちゃんmini 

国吉線 

 

那覇バス 

ターミナル 

→ 

← 

那覇バス 

ターミナル 
2本 - - 美ら海観光バス 

 

  

図 公共交通（バス） 

表 路線バス運行状況 

調査地区 
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８）災害 

調査地区内は高潮、津波ともに浸水は想定されていません。 

 

  

図1.21 高潮浸水想定図 

図1.22 津波浸水想定図 

調査地区 

調査地区 
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９）地価 

計画地区周辺の地価は、市街化区域内で 56～106 千円/㎡となっており、市街化調整区

域では20千円/㎡となっています。 

 

 

 

  

凡例 

地価公示 

都道府県地価調査 

106,000 

85,200 

80,000 
55,900 

75,900 

20,000 

調査地区 

出典：地価公示都道府県地価調査（令和4年） 

図1.23 周辺の地価公示 
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（６）調査地区周辺の開発動向 

１）主要施設からの交通アクセス状況 

国道331号が開通したことにより、那覇港や那覇空港等へのアクセス性が向上していま

す。 

 

 

  

調査地区 

図1.24 主要施設からの交通アクセス 

那覇港 

調
査
地
区 

 

那覇空港 

豊見城IC 

約20分（12.6km） 

豊見城・名嘉地IC 

約15分（10.4km） 

約19分（9.1km） 

約13分（8.6km） 

糸満市役所 約3分（1.0km） 

車で 
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２）周辺の開発動向 

調査地区周辺の開発動向として産業物流拠点開発8か所、交通計画６か所、リゾート開

発6か所、福祉拠点開発１か所を以下に示します。 

那覇市、豊見城市、糸満市の西海岸線沿いでの開発が集中しています。また、糸満市、

豊見城市、那覇市、沖縄市、うるま市は国際物流拠点産業集積地域に指定されていること

から物流拠点の開発が多くなっています。 

 

 

 

  

❶ 

❺❻ 

❸ 

❹ 

❽ 
❶ 

➋ 

❸ 

❶➋ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❹ 

図1.25 調査地区周辺の開発動向 

❶ ❺❻ 

➐ 

➋ 
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表 調査地区周辺の開発動向 

種
別 

名称 

2022年 

（R4） 

2023年 

（R5） 

2024年 

（R6） 

2025年 

（R7） 

2026年 

（R8） 

2027年 

（R9） 

産
業
物
流
拠
点
開
発 

① 
国際物流拠点 

産業集積地域 

那覇地区 

開業済 
                    

② 
国際物流拠点 

産業集積地域 

豊見城地区 

開業済 
                    

③ 
国際物流拠点 

産業集積地域 

うるま・沖縄地区 

開業済 

                    

④ 
大型MICE施設 

中城湾港 

マリンタウン地区 

開業済 
                    

⑤ 
豊見城市与根西部 

土地区画整理事業 

                      

                      

                      

⑥ 
マルチテナント型 

物流施設 

「DPL沖縄豊見城」 

 開業済                     

                        

                        

⑦ 
うるま市 

産業基盤整備 

 仲嶺・上江州地区 

          先行街区まちびらき      

                        

                        

⑧ 
糸満市真栄里地区 

土地区画整理事業 

                    分譲開始予定 

                        

                        

交
通
計
画 

① 那覇空港第２滑走路 供用開始済                     

② 那覇空港自動車道 

                     

                     

                     

③ 沖縄西海岸道路 

                        

                        

                        

④ 
一般県道256号線 

豊見城糸満線 

（旧国道331号） 

                        

                        

                        

⑤ 
沖縄都市モノレール 

（ゆいレール） 
供用開始済                     

⑥ パーク＆ライド 供用開始済                     
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① 
琉球ホテル＆ 

リゾート名城ビーチ 

開業済                     

                        

                        

② 
沖縄プリンスホテル 

オーシャンビュー 

ぎのわん 

開業済                     

                        

                        

③ 
ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙ沖縄 

美らSUNリゾート 

    開業予定                 

                        

                        

④ 
西崎町 ホテル 

（美々ビーチ近辺） 

着工予定                     

                        

                        

⑤ 
ホテルアラクージュ

オキナワ 

開業済                     

                        

                        

⑥ STORYLINE瀬長島 

        開業予定             

                        

                        

福
祉
拠
点
開
発 

① 
石嶺北翔・福祉地区 

地区計画 

                        

                        

                        

 

  

 リ
ゾ
ー
ト
開
発 
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【産業物流拠点開発】 

① 国際物流拠点産業集積地域 那覇地区 

国際物流拠点機能の強化拡充に向け、国においては、那覇港臨港道路（浦添線）の整備

が完了し、那覇空港第2滑走路においても、令和2年3月に供用開始されています。また、

航空機整備基地や那覇港総合物流センターの本体工事に着手するなど、臨空・臨港型産業

集積に向けた取り組みが進められています。 

また、那覇空港の国際物流ハブ機能を活用した企業、那覇港の国際コンテナターミナル

施設を活用した企業、総合物流センターの活用を見込む企業の集積が進められています。 

出典：沖縄県企業立地ガイド（平成29年3月） 

 

② 国際物流拠点産業集積地域 豊見城地区 

豊見城地区においては、豊崎地区に「都市開発関連用地（製造・物流用地）」が確保され、

製造・物流などの施設の立地が進行しており、豊崎地区を中心とした生産性の高い工業地

の形成が期待されています。 

物流産業においても、民間航空会社によるアジアを対象とした物流のハブ化事業が本格

稼働しています。また、豊崎地区や国道331号豊見城道路周辺への物流業者の展開が進ん

でいることから、臨空や臨港の立地の優位性を生かした物流産業の立地が進んでいます。 

出典：豊見城市公式HP 

 

 

 

●所在地：那覇市 

●アクセス：那覇空港から約2km、車で約5分 

●総面積：4.4ha 

●施設使用料（1号棟～3号棟） 

倉庫・工場用施設：920円／㎡・月 

事務所施設：1,290円／㎡・月 

●主な入居企業：沖縄ヤマト運輸(株)、(株)あんしん、 

(株)エルムテクノロジー 等 

●所在地：豊見城市 

●アクセス：那覇空港から約5.5km、車で約15分 

●都市開発関連用地：約40ha 

（企業の移転・新規事業のために確保された用地） 

●主な入居企業：(株)上間菓子店、沖縄上島珈琲(株)、 

(株)ミヤギパッケージ、(株)上原ミート、 

(株)琉球通運航空、沖縄日野自動車(株) 等 
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③ 国際物流拠点産業集積地域 うるま・沖縄地区 

うるま・沖縄地区においては、企業集積のため平成 29 年度に新たに賃貸工場 6 棟（累

計46棟）が整備を完了しています。 

同地区では、医療機器製造や産業機械製造分野において、独自技術と高品質により業界

内で高いシェアを獲得している企業や中城湾港の物流機能の活用を見込む物流系企業の

立地が進められています。 

出典：沖縄県企業立地ガイド（平成29年3月） 

 

④ 沖縄県大型MICE（マイス）施設 中城湾港マリンタウン地区 

大型 MICE 施設は、与那原町と西原町にまたがる中城湾港マリンタウン地区内で整備さ

れることから、両町のみならず沖縄本島中南部の東海岸における新たな都市機能として、

地域の活力向上に寄与することが期待されています。 

東海岸地域の発展を図るため、地域が一丸となり大型 MICE の受入環境整備を進め、中

城湾港マリンタウンエリア内の「マリンタウン MICE エリア」を対象として、今後の土地

利用や都市構造等まちづくりの目指す方向性を統一し、MICEに必要な宿泊施設やMICE 開

催時以外でも賑わいを生む商業施設等の立地を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：沖縄県マリンタウンMICE エリア形成事業基本計画 

 

●所在地：うるま市・沖縄市 

●アクセス：那覇空港から27km、車で約45分 

●分譲中面積：45ha 

●一区画面積：3,000㎡以上 

●分譲価格：26,700円／㎡ 

●主な立地企業：(株)琉ＳＯＫ、(株)パン・アキモト、 

沖縄東京計装(株)、(株)沖縄シブヤ 等 

 

●所在地：西原町・与那原町 

●アクセス：那覇空港から約18km、 

車で約20分 

●敷地面積：14.5ha  

※供用開始時期：令和4年度～ 

●大型MICE施設：88,700㎡  

●施設基本性能：展示場10,000㎡ 

多目的ホール7,500㎡ 

中小会議室20～30室 

立体駐車場2000台 

ペデストリアンデッキ 

その他民間事業者の提案 

する施設 
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⑤ 豊見城市与根西部土地区画整理事業 

那覇空港に近接し、幹線道路である豊見城糸満バイパス、那覇空港自動車道及び国道331

号が隣接する交通の利便が高い地区である与根西部地区では、土地区画整理事業により、

市内の産業振興を牽引する産業基点として工業、流通・業務、健康・医療施設などの立地

により、地域の振興または発展を図る計画としています。 

 

⑥ マルチテナント型物流施設「DPL沖縄豊見城」 

豊見城市字与根では、沖縄県最大の物流施設の開発が大和ハウス株式会社により進めら

れており、北側に位置する「DPL沖縄豊見城」が2022年3月に竣工しました。また、南側

に位置する「DPL沖縄豊見城Ⅱ」は2022年9月に竣工しました。 

沖縄県では貨物の取扱量が増加傾向にあり、倉庫の空室率が低水準で推移している中で、

複数の企業が入居できるマルチテナント型物流施設として、最大13社が入居できる「DPL

沖縄豊見城」を開発しています。 

出典：大和ハウス工業株式会社プレスリリース（2022年9月30日） 

 

 

 

 

●所在地：豊見城市字与根西原50番110他 

●アクセス：那覇空港から約10km、 

車で約15分 

●敷地面積：（北側）約3ha+（南側）約5ha 

●延床面積：（北側）約4ha+（南側）約8ha 

●竣工日：（北側）2022年3月14日 

(南側）2022年9月30日 

 

●所在地：豊見城市字与根の一部 

●アクセス：那覇空港から約4km、 

車で約15分 

●敷地面積：約43.7ha 

●土地利用種別：新産業拠点地区約29.7ha 

    健康増進拠点地区約14.0ha 

●施行期間：2017年12月25日～2026年3月31日 
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⑦ うるま市産業基盤整備 仲嶺・上江州地区 

うるま市仲嶺地区では、うるま市のものづくり技術の向上のため、付加価値の高い製造

業や高速 IC 近接型物流関連企業の誘致を進めると同時に、就業環境の魅力向上につなが

る機能を含め都市のアメニティの充実を図ることにより、うるま市全体の産業の活性化に

つなげることが期待されています。 

地区内には物流製造業用地の他、地権者・住民意向を踏まえ住宅地も設定されています。

また、ものづくり支援・就業環境・地域交流機能として広域文化交流拠点の整備も予定さ

れています。（土地区画整理での整備を予定） 

 

出典うるま市産業基盤整備計画実施計画（令和3年3月） 

 

⑧ 糸満市真栄里地区土地区画整理事業 

真栄里地区においては、国道331号が全面開通し、那覇空港及び那覇港へのアクセス性

が格段に向上したこと等により、企業からのニーズが高まっています。 

そこで産業をリードする次世代型物流団地及び利便性の高い公共交通ターミナル等の

形成を目指し、土地区画整理事業により企業ニーズにこたえる工業ゾーンを整備するとと

もに、ターミナルゾーン、ロジスティクスパーク・センター（ロジスティクスを実現する

ために、一元管理を行う建物・施設）を整備する計画としています。 

●所在地： うるま市仲嶺 

●アクセス：那覇空港から27km 

車で約45分 

●敷地面積： 約20ha 

（内、物流・製造業用地：約15ha） 

●事業認可予定：2022年度末 

●仮換地指定予定：2024年度末 

※2025年度に先行街区をまちびらき予定 

●所在地：糸満市真栄里 

●アクセス：那覇空港から約10km、 

車で約20分 

●敷地面積：（物流団地地区）42.16ha  

（公共交通ターミナル地区）9.67ha  

※仮換地指定予定時期：2025年度（予定） 

●平均分譲想定単価：58,000円/㎡  

●土地利用種別：工業ゾーン22.0ha 

ロジスティックスパーク3.6ha 

住宅予定地5.0ha 

農地予定地1.0ha 

ターミナルゾーン9.3ha 
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【交通計画】 

① 那覇空港第2滑走路（全長 2700m 2020年 3月末 供用開始） 

那覇空港は、旅客需要増による容量の限界が近づいている上、航空自衛隊戦闘機のスク

ランブル発進も増加しており、他県との陸上交通手段をもたない沖縄県では、那覇空港の

滑走路増設事業は急務となっています。 

国土交通省は、滑走路の増設方針を定め 2014 年 1月に着工し、5年後の 2019 年 12 月

に完成予定でしたが、2020年3月末に供用開始されました。 

 

② 那覇空港自動車道（一般国道506号 小禄道路） 

那覇空港自動車道（一般国道506号 小禄道路）は、沖縄自動車道、南風原道路、豊見城

東道路と一体となって本島北部及び中南部から那覇空港の定時性及び高速性を確保する

とともに、都市部の交通混雑の緩和と沿道環境の改善を図ることを目的としています。 

・事業区間（延長） ：那覇市鏡水～豊見城市名嘉地（5.7Km） 

・事業内容（H29年度） ：調査設計、用地買収、用地補償、改良工 

 

③ 沖縄西海岸道路 

沖縄西海岸道路は、読谷村から糸満市に至る延長約 50km で、那覇空港自動車道や那覇

空港及び那覇港といった広域交通拠点を結ぶ道路です。また、恩納海岸地区、南部西海岸

地域の産業拠点となる糸満工業団地等と那覇市、空港等を連絡することにより、観光の支

援、地域の活性化、地域振興プロジェクトの支援に資する道路として整備が進められてい

ます。 

 

④ 一般県道256号線 豊見城糸満線（旧国道331号） 

一般県道 256 号線 豊見城糸満線は、平成 29 年 4 月に旧国道 331 号から移管されてお

り、これまで一部区間において国道直轄事業や、県道整備等による交差点改良、糸満市関

連事業等に伴う拡幅整備が行われてきたものの、未だ事業着手に至っていない箇所があり

ます。 

これら未整備区間の早期整備に向けた取り組みが進められています。 
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⑤ 沖縄都市モノレール（ゆいレール） 

ゆいレールは那覇空港～首里間 12.9km を結ぶモノレール路線です。2019 年 10 月 1 日

に首里駅～てだこ浦西駅までの延伸区間が開業しました。 

 

 

図1.26 ゆいレール路線図 

 

出典：沖縄県 

  

●計画区間：那覇空港駅～首里駅 

（延伸区間：首里駅～てだこ浦西駅） 

●延長：建設キロ13.1km、営業キロ12.9km  

（延伸距離：4.1km） 

●駅数：15駅（新設駅：4駅） 

●運行時間：所要時間  那覇空港駅～首里駅間を約27分 

   那覇空港駅～てだこ浦西駅を約38分 

  運転間隔  平日朝夕  4～8分間隔 

    日中   8分～10分間隔 

      早朝深夜  12分～15分間隔 

●営業時間：午前5時48分～午後11時30分 
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⑥ パーク＆ライド 

現在、沖縄都市モノレール株式会社及び民間会社が運営している駐車場は4駅となって

います。 

 

 

 

 

出典：沖縄県 

 

  

●駅名：小禄駅 

●駐車場の場所：イオン那覇店北側立体駐車場 

●収容台数：乗用車100台 

●利用料金：月額3,050円※別途、小禄駅を含む定期券の購入が必要 

●利用時間：月曜日～土曜日の6:30～24:00 

●利用条件：駐車場が自宅及び目的地（勤務地）から半径1km以上離れていること 

  契約者本人（個人）とその車両に限る 

●管理運営：沖縄都市モノレール株式会社 営業サービス課 

●駅名：安里駅 

●駐車場の場所：安里十字路高架下平面駐車場 

●収容台数：乗用車89台、車いす用1台、オートバイ30台 

●利用料金：月額3,050円（乗用車、車いす）月額1,020円（オートバイ） 

※別途、安里駅を含む定期券の購入が必要 

●利用時間：年中無休、24時間利用可能 

●利用条件：駐車場が自宅及び目的地（勤務地）から半径1km以上離れていること 

  契約者本人（個人）とその車両に限る 

●管理運営：沖縄都市モノレール株式会社 営業サービス課 

●駅名：赤嶺駅 

●駐車場の場所：赤嶺駅交通広場内オートバイ専用駐車場  

●収容台数：オートバイ20台 

●利用料金：無料  

●管理運営：NPO法人沖縄モーターサイクル普及協会 

●駅名：てだこ浦西駅 

●駐車場の場所：県道浦西停車場線道路内 

●収容台数：乗用車992台、車いす12台 

●管理運営：株式会社沖縄ダイケン 
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【リゾート開発】 

① 沖縄本島南部「琉球ホテル＆リゾート名城ビーチ」 

糸満市字名城にて株式会社ケン・コーポレーションが2022年7月に開業しました。 

計画地は那覇空港から車で約 20 分とアクセスの優れた立地でありながら、天然の砂浜

を有する美しく希少なビーチに隣接しています。 

出典：株式会社ケン・コーポレーション プレスリリース(2019年2月22日) 

 

② 沖縄プリンスホテル オーシャンビューぎのわん 

パナソニック ホームズ株式会社が事業主体となったリゾートホテル開発により、宜野

湾市の宜野湾港マリーナ前にて 2022 年 4 月に開業しました。施設周辺には国際会議やコ

ンサートが開催可能な「沖縄コンベンションセンター」が位置することから、リゾートMICE

需要にも対応可能なホテルです。 

出典：PR TIMES 

(https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000723.000024668.html) 

 

 

●所在地：糸満市字名城960番地他 

●アクセス：那覇空港から約16km、 

車で約20分 

●敷地面積：4.2ha  

●延床面積：5.9ha 

●開業時期：2022年7月開業 

●客室数：452室（うちコテージ9室） 

●施設基本性能：プール施設 

宴会場（MICE利用） 

レストラン 

チャペル 

●所在地：宜野湾市真志喜三丁目 

●アクセス：那覇空港から車で約20分 

●敷地面積：8.0ha  

●延床面積：2.8ha 

●開業時期：2022年4月開業 

●客室数：340室 

●施設基本性能：レストラン 

クラブラウンジ 

プール（屋内、屋外） 

スパ・フィットネス 

大浴場 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000723.000024668.html


- 43 - 

③ インターコンチネンタル沖縄美らSUNリゾート 

 豊見城市の美らSUNビーチエリアに開発が予定されています。 

出典：ちゅらとく（https://www.churatoku.net/info/0001852.aspx） 

 

④ 糸満市西崎町 ホテル 

糸満市西崎町の美々ビーチ近くに大和地所によって新たなホテルの計画がされていま

す。詳細な開業予定は未定です。 

出典：琉球新報（https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1247445.html） 

  

●所在地： 沖縄県豊見城市豊崎 

●アクセス：那覇空港から車で約20分 

●開業時期：2023年（予定） 

●客室数：373室 

●施設基本性能：温泉大浴場 

チャペル 

屋内・屋外プール 

フィットネス施設 

レストラン・バーなど 

●所在地： 沖縄県糸満市西崎町 

●アクセス：那覇空港から車で約30分 

●開業時期：未定 

●客室数：270～280室 

●敷地面積：約13,200㎡ 

●延床面積：約26,400㎡ 

参考 

https://www.churatoku.net/info/0001852.aspx
https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1247445.html
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⑤ ホテルアラクージュオキナワ 

株式会社前田産業が沖縄県浦添市港川にオープンした「ゆがふBizタワー浦添港川」内

に開業します。ゆがふBizタワー浦添港川は1F～8Fはオフィス棟、9F～17Fがホテル棟と

なります。 

出典：前田産業ホテル(https://www.maedasangyo.net/hotel/) 

 

⑥ STORYLINE瀬長島 

東急株式会社と東急不動産株式会社が豊見城市に位置する瀬長島にホテルコンドミニ

アム「STORYLINE瀬長島」を共同で開発を予定しています。2022年4月から着工し、竣工

は 2024 年 1 月を予定しています。なお、本物件は 2022 年 8 月より販売を開始していま

す。 

 出典：東急ニュースリリース（2022年3月30日） 

 

  

●所在地： 浦添市港川510-1 

●アクセス：那覇空港から車で約10分 

●開業時期：2022年12月開業  

●客室数：120室  

●敷地面積：約13,900㎡ 

●基本施設性能：レストラン 

        インフィニティプール 

        ルーフトップガーデン 

●所在地： 豊見城市瀬長島 

●アクセス：那覇空港から車で約10分 

●開業時期：2024年1月（予定）  

●客室数：101室  

●敷地面積：約3,800㎡ 

●延床面積：約8,000㎡ 

●基本施設性能：プール 

        スパ 

        フィットネスジム 

        レストラン 

https://www.maedasangyo.net/hotel/
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【福祉拠点開発】 

① 石嶺北翔・福祉地区地区計画 

那覇市の北東部に位置する石嶺北翔・福祉地区では、地区計画により都市計画道路等を

含む都市基盤の整備とあわせ、住宅地を形成するとともに、福祉施設等をベースとした個

性的な市街地の創出を図る計画としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●所在地：那覇市首里石嶺町2丁目、4丁目の一部 

●アクセス：那覇空港から車で約30分 

●地区面積：約17.4ha 

●土地利用種別：福祉地区約8.2ha 

    住宅地区約3.4ha 

公共住宅地区：約0.4ha 

沿道地区：5.8ha 

●当初告示日：1996年4月1日 

●変更告示日（第3回）：2022年3月15日 
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（７）計画地区に期待される役割 

１）糸満市の主要課題 

第 5 次糸満市総合計画において、「生産年齢人口を増やす取り組み」「技術革新」「災害

に強いまちづくり・ひとづくり」「自立と協働のさらなる推進」等のこれからの糸満市にお

ける主な課題が示されており、計画地区においてもこれらの課題解決を目指した土地利用

を検討する必要があります。 

図1.27 糸満市の主な課題 

出典：第5次糸満市総合計画 
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２）計画地とした背景 

調査地区は、市道長増線の南北で性格が異なり、南側は沖縄県・糸満市が一体的に所有

する土地である一方で、北側においては、土地権利が細分化されており、まとまった墓地

や環境影響評価において環境に配慮する必要があるエリアが含まれることから、開発にお

けるハードルが比較的高いエリアです。 

このため、市道長増線以南を計画地と位置づけ、土地利用計画を整理検討します。なお、

北側のエリアは、まとまった墓地や豊かな自然緑地が残っていることを鑑みて、現況を保

全する方針とします。 

 

 

図1.28 計画地の選定 

  

市道長増線 

計画地面積：7.2ha 



- 48 - 

３）計画地の基本認識 

計画地は、糸満市の地域医療・福祉の拠点として重要な役割を果たしてきた旧南部病院

の跡地（約4.6ha：沖縄県所有）であり、開発可能エリアとして貴重な大規模空閑地とし

て存在しています。また、糸満市社会福祉センターや糸満市障害者地域活動支援センター

など、福祉関連の施設が立地しています。なお、糸満市社会福祉センターについては、建

築から約40年が経過し老朽化が進んでおり、施設整備に向けた検討が必要です。 

交通の観点からは、計画地の西側を通る国道331 号は、平成29年 3月に全線開通した

ことにより、那覇市街地及び那覇空港、那覇港への広域・地域アクセス性が向上していま

す。また、元々旧南部病院が立地していたことから、バス停が隣接しており、公共交通へ

の利用アクセス性も高いエリアです。 

土地利用規制の状況をみると、市街化調整区域に指定されている以外には、農業振興地

域農用地等の土地利用の制限に関する規制はない状況であるとともに、高潮、津波の浸水

想定エリアにも該当しない災害リスクの低いエリアです。一方で、国道331号を挟んだ西

側の市街地の一部が浸水想定エリアに指定されている状況があります。 

計画地周辺の土地・建物利用の状況をみると、山林や畑等の自然的土地利用が広がって

いる中で、既存集落が点在しています。また、国道331号沿いには、ひめゆりの塔・ひめ

ゆり平和祈念資料館や琉球ガラス村等の観光施設が立地しており、観光施設へのアクセス

も容易な位置にあります。 

周辺の開発動向をみると、計画地に隣接する真栄里地区では、市街化区域編入と土地区

画整理事業地内で次世代型物流団地（IT＋物流）や、公共交通ターミナルの形成が計画さ

れています。また、西海岸の名城では、琉球ホテル＆リゾート名城ビーチが 2022 年 7 月

に開業し、市内では、サザンビーチホテル&リゾート沖縄に次いで、2つ目のリゾートホテ

ルとして、南部エリアの観光拠点を担います。これらの開発により、計画地周辺で新たな

雇用による昼間人口や観光客の増加が予想され、新たな人流が生まれることになります。

さらに、新たな雇用へのニーズや質の高い観光サービスを提供できる人材のニーズが高ま

ることが予想されます。 

以上の基本認識を考慮の上、旧南部病院跡地と周辺の土地利用（各種都市機能）及び交

通を視点に考えた場合、地域をつなぎ、新たな交流を生むために、如何にして旧南部病院

跡地を機能的に位置づけるかが求められます。 
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４）計画地の基本的な考え方 

糸満市のまちづくりを健全に維持・発展していくためには、地域を構成する様々な主体

が協力して、課題解決に向けて取り組むことが重要であり、ヒトのつながりをはじめとし

た、様々なつながりが求められます。そのため、計画地区では、ヒトが集う空間、地域の

拠点、情報の行き交いが生まれる空間を実現することで、地域コミュニティの強化を図り、

自立と協働のさらなる推進や災害に強いまちづくり・人づくりに向けて、共助のまちづく

りに寄与する土地利用を目指していきます。 

図1.29 基本的な考え方 

 
５）計画地に期待される役割 

これまでの内容を踏まえ、計画地に期待される役割を整理します。 

糸満市における主要課題への対応や上位計画における計画地に求められること、計画地

の開発における開発機会・好機の整理により、計画地に期待される役割（キーワード）と

して、「福祉」、「医療・宿泊」、「観光」、「情報通信」、「防災」が挙げられます。 
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図1.30 計画地に期待される役割整理  
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① 福祉の視点 

糸満市全域に関わるその他の主要課題として、高齢化に備えた福祉のまちづくりの推進

が掲げられています。糸満市全体における高齢化率は令和2年に22.2%となっており、今

後も高齢化率の上昇が予測されています。 

計画地には、糸満市社会福祉センターや糸満市障害者地域活動支援センターなど、福祉

関連の施設が立地しています。なお、糸満市社会福祉センターについては、建築から約40

年が経過し老朽化が進んでおり、施設整備に向けた検討が必要です。 

今後も地域の高齢化に備え、例えば、糸満市社会福祉センターの老朽化に伴う施設整備

と合わせて、同センターや生涯学習支援センター、中央図書館、給食センター、シルバー

人材センターを再編、ユニバーサルデザイン化し、新たな福祉政策の拠点や地域コミュニ

ティの形成・強化の場としての役割が期待されます。 

 

② 医療・宿泊の視点 

糸満市の地域医療・福祉の拠点として重要な役割を果たしてきた南部病院が豊見城市に

移転したことで、計画地及び周辺から医療機能が失われている状況にあります。 

このため、大小に関わらず地域に必要とされる医療機能を補完することが期待されると

ともに、地域の高齢化に備えた福祉機能との相乗効果は高いです。また、観光客増加に対

応した医療ツーリズムや、就業者増加に対応した人間ドック等の定期健診機能等の充実、

観光客と県民の両者をターゲットとしたウェルネスの要素を持つ医療・宿泊機能の導入が

期待されます。 

 

③ 観光の視点 

南部市街化調整区域エリアには、平和祈念公園や平和創造の森公園、ひめゆりの塔、大

度海岸、具志川城跡等の歴史、戦争、自然、農業にまつわる数多くの観光資源が点在して

います。 

計画地の西側を通る国道331号は、那覇市街地及び那覇空港への広域・地域アクセス性

が高く、沿道にはひめゆりの塔・ひめゆり平和祈念資料館や琉球ガラス村等の観光施設が

立地しており、計画地は観光施設へのアクセスも容易な位置にあります。また、計画地に

隣接する真栄里地区では、公共交通ターミナルの形成が予定されており、ますます交通ア

クセス性は向上することになります。さらに、2022年4月、糸満市役所隣に糸満市観光文

化交流拠点施設であるくくる糸満がオープンし、2022年7月には、西海岸の名城で琉球ホ

テル＆リゾート名城ビーチが開業しました。 

このような立地特性やアクセス利便性を生かすとともに、周辺の観光資源との連携や補

完に資する観光機能の受け皿としての役割も期待されます。  
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④ 情報通信の視点 

糸満市の地域医療・福祉の拠点として重要な役割を果たしてきた南部病院が豊見城市に

移転したことで、計画地から多くの雇用の場も同時に失われている状況にあります。 

このような中で、計画地は糸満市都市マスタープランにおいて工業系等の企業誘致を図

るエリアに位置づけられているとともに、計画地周辺では、次世代型物流団地（IT＋物流）

や新交通ターミナルといったITと互換性が高い機能配置が計画されています。 

このため、新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画に挙げられる、先端的なデジタル技術や

ビックデータを活用した新ビジネス・新サービスを展開する企業、県内企業の DX 推進に

寄与するビジネスを展開する企業等を誘致することで、周辺機能と連携しながら、新たな

雇用の場の創出と情報通信技術者の育成を同時に図ります。 

また、計画地の災害リスクが低いことの強みを生かして、新交通ターミナル等の周辺機

能を相互補完するデータセンターやオペレーションセンター、災害等に備えた重要データ

のバックアップ拠点やシステム開発の分散拠点の受け皿としての役割が期待されます。 

 

⑤ 防災の視点 

市街化区域は、臨海部や丘陵地に住宅や行政施設、商業施設等が数多く立地しており、

津波、土砂災害、地滑りといった災害が発生した場合、都市機能を脅かす多大な被害を被

る可能性があります。 

このような中で、計画地は、高潮、津波ともに浸水は想定されておらず、比較的災害リ

スクの低いエリアかつ大規模空閑地を有しているエリアです。 

このため、企業や行政の災害時の事業継続体制の受け皿として、新たな施設の立地や老

朽化した施設の建替え、現在ハザードエリアに立地している施設の機能移転等、又は、災

害時の各種行政機能を補完する役割が期待されます。 
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（８）基本構想の策定 

１）基本方針 

計画地の利用計画は、市による土地利用を想定した市民ふれあいゾーンを核として設定

します。 

また、期待される役割で整理した機能導入に当たって、民間事業者のノウハウ等を最大

限活用できるよう、企業誘致促進ゾーンを設定します。 

 

２）土地利用計画 

① 市民ふれあいゾーン 

既存のゾーニング図より、市民ふれあいゾーンを位置づけます。 

市民ふれあいゾーンでは、計画地区に立地している社会福祉センターの老朽化への対応

を契機として、新たな福祉政策の拠点を形成するとともに、地域コミュニティの形成・強

化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、既存の社会福祉センターのグラウンドに位置する場所に、多目的運動場を位置づ

けます。 

多目的運動場では、既存の機能維持や住民の健康増進や交流の場の創出、災害時の一時

避難場所等を目指した防災機能の強化を図ります。 

 

 

 

 

  

【配置予定施設イメージ】 

・社会福祉センター、シルバー人材センター、 

生涯学習支援センター、市立図書館等 

 
 
出典：熊本県天草市HP 

 

【配置予定施設イメージ】 

・スポーツ及びレクレーション用運動場 

 

 

 

出典：熊本県天草市HP 

 

天草市複合施設ここらす※１ 

天草市複合施設ここらす※１ 広場 
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② 企業誘致促進ゾーン 

国道331号に隣接するエリアを企業誘致促進ゾーンに位置づけます。 

企業誘致促進ゾーンでは、隣接する真栄里地区で計画されている公共交通ターミナル近

接や国道331号沿いの立地特性等を生かし、計画地に期待される機能を有する企業の誘致

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 敷地面積：20,115.15㎡、延べ床面積：5,452.87㎡ 

※２ 敷地面積：14,300㎡ 

 

３）交通計画 

① 幹線道路 

計画地区の東西ネットワークを担う道路として、幹線道路を位置づけます。 

国道331号と真栄里地区を繋ぐ道路でもあり、計画地区のみならず周辺の交通アクセス

性の向上を図ります。 

 

  

【配置予定施設イメージ】 

・病院、クリニック、ウェルネスリゾートホテル、

観光案内施設、コンタクトセンター、コンテンツ

制作・ソフトウェア開発施設、データセンター等 

 

出典：沖縄IT津梁パークHP 沖縄IT津梁パーク※２ 

歩道3.50 車道9.00 

1.50 3.00 

歩道3.50 

3.00 1.50 
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② 区画道路 

既存の市道長増線や計画地区外周の道路と幹線道路を繋ぐ道路として、区画道路を位置

づけます。 

計画地区の南北方向の連絡を補完します。 

 

 

４）公園 

計画地区の南側に公園を位置づけます。 

計画地区内の施設利用者の憩いの場、地域コミュニティの活動の場の創出に加えて、多

目的運動場との一体利用を図ります。 

 

  

車道7.00 

0.50 3.00 

歩道2.50 

3.00 0.50 
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図1.31 基本構想図 

ロジスティクスパーク 

たまん福祉会 

市民ふれあいゾーンと一体的

な利用が期待される 

凡 例

計画地

国道331号

幹線道路

公園・緑地

市民ふれあいゾーン

企業誘致促進ゾーン


